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d0js: 製品 sの需要地点 j における元需要
Mi: 生産地点 iの生産リソース上限
Ni: 生産地点 iの生産品目数上限
gis: 製品 sを生産地点 iで生産開始する時に必要な段取りリソース
fi ｓ: 製品 sを生産地点 iで生産開始する時に必要な段取り費用
cs: 製品 sを１単位生産するのにかかる費用
rijs: 製品 sを生産地点 iから需要地点 j へ配送するのにかかる費用
Rijs: 製品 sを生産地点 iから生産地点 j へ転送するのにかかる費用
変数：
uis: 製品 s，生産地点 iの生産量を表す変数
9
vis: 製品 s，生産地点 iの段取りを表す 0; 1変数
xijs: 製品 s，生産地点 iから需要地点 j への輸送量を表す変数
Xijs: 製品 s，生産地点 iから生産地点 j への転送量を表す変数

















gisvis Mi 8i 2 I (6.2)X
s2S
vis  Ni 8i 2 I (6.3)











xiks 8i 2 I; 8s 2 S
(6.5)






riksxiks 8i 2 I; 8s 2 S
(6.6)X
i2I
xijs = djs 8j 2 J;8s 2 S
(6.7)



























d0js: 製品 sの需要地点 j における元需要
Mi: 生産地点 iの生産リソース上限
Ni: 生産地点 iの生産品目数上限
gis: 製品 sを生産地点 iで生産開始する時に必要な段取りリソース
fis: 製品 sを生産地点 iで生産開始する時に必要な段取り費用
cs: 製品 sを１単位生産するのにかかるコスト
rijs: 製品 sを生産地点 iから需要地点 j へ配送するのにかかる費用
Rijs: 製品 sを生産地点 iから生産地点 j へ転送するのにかかる費用
変数：
ps: 需要地点 j の価格を表す変数
djs: 製品 s，需要地点 j の需要を表す変数
uis: 製品 s，生産地点 iの生産量を表す変数
vis: 製品 s，生産地点 iの段取りを表す 0; 1変数
xijs: 製品 s，生産地点 iから需要地点 j への輸送量を表す変数
Xijs: 製品 s，生産地点 iから生産地点 j への転送量を表す変数
costis: 製品 s，生産地点 iの総コストを表す変数
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gisvis Mi 8i 2 I (6.10)X
s2S
vis  Ni 8i 2 I (6.11)
uis Mivis 8i 2 I;8s 2 S
(6.12)











xiks 8i 2 I;8s 2 S
(6.14)






riksxiks 8i 2 I;8s 2 S
(6.15)X
i2I






s   ps) 8j 2 J;8s 2 S
(6.17)
0:9p0js  pjs  1:1p0js 8j 2 J;8s 2 S
(6.18)
uis  0 8i 2 I;8s 2 S
(6.19)
Xijs  0 8i 2 I;8j 2 I; 8s 2 S
(6.20)
ps  0 8j 2 J;8s 2 S
(6.21)
djs  0 8j 2 J;8s 2 S
(6.22)


































gis: 製品 sを生産地点 iで生産開始する時に必要な段取りリソース
fis: 製品 sを生産地点 iで生産開始する時に必要な段取り費用
cs: 製品 sを１単位生産するのにかかる費用
rijs: 製品 sを生産地点 iから需要地点 j へ配送するのにかかる費用
Rijs: 製品 sを生産地点 iから生産地点 j へ転送するのにかかる費用
変数：
pjs: 製品 s，需要地点 j の価格を表す変数
djs: 製品 s，需要地点 j の需要を表す変数
uis: 製品 s，生産地点 iの生産量を表す変数
vis: 製品 s，生産地点 iの段取りを表す 0; 1変数
xijs: 製品 s，生産地点 iから需要地点 j への配送量を表す変数
Xijs: 製品 s，生産地点 iから生産地点 j への転送量を表す変数
costis: 製品 s，生産地点 iの総コストを表す変数
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gisvis Mi 8i 2 I (6.25)X
s2S
vis  Ni 8i 2 I (6.26)
uis Mivis 8i 2 I;8s 2 S
(6.27)











xiks 8i 2 I;8s 2 S
(6.29)






riksxiks 8i 2 I;8s 2 S
(6.30)X
i2I






js   pjs) 8j 2 J;8s 2 S
(6.32)
0:9p0js  pjs  1:1p0js 8j 2 J;8s 2 S
(6.33)
uis  0 8i 2 I;8s 2 S
(6.34)
Xijs  0 8i 2 I;8j 2 I; 8s 2 S
(6.35)
pjs  0 8j 2 J;8s 2 S
(6.36)
djs  0 8j 2 J;8s 2 S
(6.37)

































ン，総菜パンが食べられている計算となる．東京近辺 1都 3県の人口は全国の約 1=5な
ので，本研究の対象とするデータとして，300万食を対象とする．この量をこの先の調査
により決定した地点に割り振ることで元需要を作成する．割り振る際には，モノの売上は






















番号 品名 需要量 小売価格 粗利益 製造原価
1 食パン 500016 100円 60円 35円
2 フィリング入りのパン（あんパンなど） 444649 100円 65円 40円
3 コッペパン 391859 100円 61円 45円
4 メロンパン 341716 100円 67円 40円
5 蒸しパン 294302 100円 63円 42円
6 カレーパン 249707 100円 66円 49円
7 バターロール 208034 150円 101円 66円
8 フランスパン 169400 150円 95円 63円
9 サンドイッチ 133948 200円 126円 93円
10 パイ生地のパン 101844 150円 96円 64円
11 デニッシュ 73297 150円 91円 61円
12 饅頭（肉まんなど） 48575 67円 100円 44円
13 クロワッサン 28044 150円 96円 60円
14 ベーグル 12269 100円 65円 48円























































OS 名： Windows 7 Professional 64ビット
バージョン： 6.1(ビルド 7601 : Servive Pack 1)
プロセッサ： Intel cCore(TM) i7-3770 CPU 3.40GHz
実装メモリ： 16.00 GB
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